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高レベル廃液から長半減期核種を含む元素のPd, Se, Cs及びZrを回収する手法として、電解法、吸着法、溶

媒抽出法を選定し、分離回収プロセスの研究を行っている。このうち、電解法及び吸着法によりPd, Se及び

Csが回収された後の模擬高レベル廃液から溶媒抽出法を用いたZrの回収について検討した。 
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1. 緒言 

ImPACT（Impulsing PAradigm Change through disruptive Technologies）の研究開発プロジェクトの核変換に

よる高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化では、高レベル廃液中の長半減期核種を回収し、同位体

分離や核変換等を適用、効率的な処分や産業利用を目指している。本研究の一環として、PdとSeを電解回

収工程で回収し、Zrを溶媒抽出工程で回収、Csを吸着工程で回収プロセスを提案している[1]。本稿では、

そのうち溶媒抽出法を用いたZrの回収について報告する。 

2. 試験方法 

Pd, Se電解回収[2]、Cs吸着回収[3]後の模擬高レベル

廃液をフィード液とし、スクラブ液及び逆抽出液にそ

れぞれ2 M 硝酸及び3 M 硫酸を、抽出溶媒に0.1 M 

N,N-didodecyl-2-hydroxyacetoamideと0.6 M 硝酸2-エチ

ルヘキシルアンモニウムを含む20 % エチルヘキサノ

ール/ドデカン溶液を選定し、小型ミキサーセトラ―を

用いた連続抽出試験を行った。構成を図1に示す。 

3. 結果 

連続抽出結果の一例を図2に示す。抽出段において、

Zr及びMoが定量的に抽出されることを確認した。同時

にSe, Ru, Pd, Ag, Sn, Sb及びTeが部分的に抽出された。

また、逆抽出段において、Zrが選択的に逆抽出される

ことを確認した。 
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図1 小型ミキサーセトラ―の構成図 
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図2 抽出器Aの各段水相における元素濃度 
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